
第
九
十
九
回
日
本
学
士
院
受
賞
者
略
歴

む
ら

か
み

て
つ

み

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

村

上

哲

見

専
攻
学
科
目

中
国
文
学

生

年

月

昭
和

五
年

七
月

略

歴

昭
和
二
八
年

三
月

京
都
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
卒
業

同

二
八
年

四
月

京
都
大
学
大
学
院
（
旧
制
）
文
学
研
究
科
入
学
（
昭
和
三
四
年
三
月
ま
で
）

同

三
四
年

四
月

京
都
教
育
大
学
講
師

同

三
六
年

七
月

京
都
教
育
大
学
助
教
授

同

三
八
年

四
月

独
国
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
客
員
教
授
（
昭
和
三
九
年
三
月
ま
で
）

同

四
二
年

四
月

東
北
大
学
教
養
部
助
教
授

同

四
七
年

四
月

東
北
大
学
教
養
部
教
授

同

四
九
年

一
月

文
学
博
士

同

五
四
年

四
月

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
教
授

同

六
〇
年

四
月

東
北
大
学
文
学
部
教
授

平
成

六
年

三
月

東
北
大
学
名
誉
教
授

同

六
年

四
月

奥
羽
大
学
文
学
部
教
授
（
平
成
一
一
年
三
月
ま
で
）

同

一
一
年

四
月

中
国
四
川
大
学
客
座
教
授

同

一
二
年

四
月

近
畿
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
（
平
成
一
九
年
三
月
ま
で
）

一



文
学
博
士
村
上
哲
見
氏
の
「
宋
詞
に
関
す
る
研

究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

授
賞
対
象
は
、『
宋
詞
研
究

唐
五
代
北
宋
篇
』（
創
文
社
、
一
九
七
六
年
二

月
）、『
同

南
宋
篇
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）
の
二
著
に
示
さ
れ

た
村
上
哲
見
氏
の
「
宋
詞
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
唐
末
五
代

に
始
ま
り
、
北
宋
を
経
て
南
宋
に
い
た
る
「
詞ci

」
と
称
さ
れ
る
抒
情
文
学
の

発
生
・
展
開
・
成
熟
の
歴
史
を
、
主
要
な
作
家
の
作
風
と
そ
の
韻
文
様
式
の
変

遷
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
系
統
的
に
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

村
上
氏
は
、
抒
情
文
学
と
し
て
の
「
詞
」
の
ル
ー
ツ
を
晩
唐
の
温
庭
�
（
飛

卿
）
の
作
品
に
も
と
め
、
そ
の
本
質
を
「
華
麗
な
る
も
の
に
対
す
る
憧
憬
と
、
そ

の
凋
落
に
対
す
る
哀
惜
の
情
」「
頽
れ
ゆ
く
美
し
き
も
の
に
対
し
て
く
り
返
し

う
た
わ
れ
る
詠
嘆
」
と
表
現
す
る
。
何
時
、
何
処
で
、
誰
が
と
い
う
限
定
が
明

ら
か
な
「
詩shi

」
に
対
し
、
何
時
の
、
何
処
の
景
と
も
知
れ
ず
、
一
切
の
具
象

性
を
捨
て
、
ひ
た
す
ら
無
限
定
な
、
そ
れ
だ
け
に
純
粋
な
情
感
の
世
界
を
象
徴

的
に
描
き
出
す
と
こ
ろ
に
「
詞ci

」
の
本
質
が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
作
者
に
よ

く
顕
れ
て
い
る
、
と
す
る
。
次
の
南
唐
時
代
の
李
�
（
後
主
）
を
、
ひ
た
す
ら

に
感
傷
に
没
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
傾
向
を
極
限
ま
で
推
し
進
め
た
作
者

と
し
て
位
置
づ
け
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
時
代
に
、
韋
荘
（
端
己
）
、
孫
光
憲

（
孟
文
）、
李
�
（
徳
潤
）
な
ど
、
温
飛
卿
、
李
後
主
の
詞
と
質
を
異
に
す
る
作

家
が
あ
り
、
か
れ
ら
の
作
品
に
は
、
流
寓
の
悲
傷
を
か
な
り
具
象
的
に
表
現
す

る
姿
勢
が
あ
り
、
士
大
夫
的
な
心
情
が
か
な
り
濃
厚
に
投
影
さ
れ
て
い
て
、
後

の
北
宋
の
作
風
に
展
開
す
る
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
、
と
す
る
。

こ
れ
を
承
け
て
、
北
宋
の
詞
風
を
開
い
た
作
者
と
し
て
、
同
氏
は
、
張
先
（
子

野
）
を
あ
げ
、
こ
の
作
家
に
お
い
て
、
孤
独
の
憂
愁
、
失
意
の
感
傷
と
い
っ
た

晩
唐
五
代
詞
の
詩
情
は
、
受
け
継
が
れ
ず
、
過
度
の
感
傷
で
も
な
け
れ
ば
、
極

度
の
歓
喜
で
も
な
い
、
平
常
の
ふ
と
し
た
感
懐
を
淡
々
と
表
現
し
、
む
し
ろ

「
生
活
へ
の
密
着
」「
平
静
の
獲
得
」
と
い
う
宋
詩
の
特
色
と
同
様
の
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
、
と
す
る
。

こ
れ
を
受
け
て
同
氏
は
、
北
宋
期
に
入
っ
て
、
詞
に
独
自
の
世
界
を
展
開
し

た
柳
永
（
耆
卿
）
と
蘇
軾
（
東
坡
）
の
二
人
を
と
り
あ
げ
る
。
柳
耆
卿
に
つ
い

て
は
、「
①
生
身
の
人
間
の
、
な
ま
な
ま
し
い
男
と
女
の
間
柄
を
ふ
ま
え
た
、
男

女
合
歓
の
情
景
、
男
性
の
女
性
に
対
す
る
慕
情
、
ひ
た
む
き
な
思
慕
の
情
を
詠

じ
、
②
妓
女
を
題
詠
す
る
作
品
に
お
い
て
も
、
妓
女
に
対
し
て
、
常
に
ほ
と
ん

ど
対
等
の
人
間
関
係
に
お
い
て
詠
じ
て
い
る
」、
と
評
す
る
。「
生
活
自
体
が
こ

の
俗
の
社
会
に
埋
没
し
て
お
り
、
雅
を
愛
す
る
科
挙
官
僚
層
（
士
大
夫
）
の
反

感
と
非
難
を
招
く
ほ
ど
の
反
逆
性
を
示
し
た
」、
と
し
、
宋
詞
の
一
つ
の
ピ
ー

ク
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。
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次
い
で
同
氏
は
、
蘇
東
坡
に
つ
い
て
述
べ
て
、「
①
張
子
野
の
あ
と
を
承
け

て
、
軽
妙
、
克
明
な
描
写
の
中
に
人
生
の
す
が
た
を
平
静
に
観
照
し
深
い
感
慨

を
さ
り
げ
な
く
寓
す
る
。
②
感
傷
を
の
り
こ
え
、
ゆ
と
り
の
あ
る
観
照
の
姿
勢
、

或
い
は
人
生
に
対
す
る
一
種
の
達
観
を
表
す
。
③
詞
が
詩
と
異
な
る
独
自
性
を

尖
鋭
に
提
起
し
た
あ
と
、
雄
大
な
歌
い
出
し
や
激
烈
な
叙
景
な
ど
、
あ
ら
た
め

て
詩
に
近
づ
く
方
向
を
目
指
す
」
と
分
析
し
、
柳
耆
卿
と
対
蹠
的
な
境
地
を
開

い
た
作
家
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

さ
ら
に
同
氏
は
、
続
く
周
美
成
（
邦
彦
）
の
詞
に
つ
い
て
論
じ
て
、「
①
具
象

的
事
物
よ
り
想
を
発
し
、
も
し
く
は
そ
れ
を
背
景
に
お
き
つ
つ
も
、
茫
漠
た
る

情
感
の
世
界
そ
の
も
の
を
微
細
に
構
築
し
て
行
く
。
②
吐
露
し
て
言
っ
て
し
ま

い
た
い
も
の
を
押
さ
え
て
内
に
こ
も
ら
せ
、
そ
の
表
出
せ
ん
と
す
る
も
の
が
内

に
く
ぐ
も
っ
て
外
に
ひ
ろ
が
り
得
な
い
。
そ
こ
に
は
「
渾
厚
」
と
称
さ
れ
る
、
無

限
定
で
底
知
れ
ぬ
深
さ
を
湛
え
た
情
感
の
世
界
が
現
出
す
る
」
と
分
析
し
、
こ

の
作
家
を
、
柳
耆
卿
の
後
を
う
け
て
詞
の
繊
細
優
美
な
本
質
を
体
現
す
る
一

方
、
北
宋
詞
を
南
宋
詞
へ
つ
な
ぐ
作
家
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

次
い
で
、
こ
の
周
邦
彦
の
到
達
し
た
境
地
を
土
台
と
し
て
南
宋
の
詞
の
展
開

を
跡
づ
け
て
ゆ
く
。
そ
の
趣
意
は
、
北
宋
詞
の
作
家
が
官
僚
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
南
宋
詞
の
作
家
は
、
お
お
む
ね
官
途
に
関
係
の
な
い
専
業
文
人
で
あ
り
、

こ
の
た
め
詞
が
現
実
か
ら
離
れ
て
、
ひ
た
す
ら
典
雅
を
目
指
し
微
細
微
妙
な
境

地
に
到
達
し
た
、
と
す
る
。
作
家
と
し
て
、
官
僚
派
の
経
歴
を
も
ち
な
が
ら
も

典
雅
の
境
地
に
接
近
し
た
辛
棄
疾
（
稼
軒
）、
ひ
た
す
ら
典
雅
の
極
限
を
追
求

し
た
姜
�
（
白
石
）、
呉
文
英
（
夢
窗
）、
周
密
（
草
窗
）
を
あ
げ
る
。

ま
ず
、
辛
稼
軒
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
蘇
東
坡
風
の
豪
放
派
と
さ
れ
て
き
た

評
価
を
斥
け
、
む
し
ろ
纏
綿
た
る
抒
情
表
現
を
得
意
と
す
る
作
者
と
す
る
。
例

え
ば
、
惜
春
に
託
し
て
、
国
家
の
行
く
末
を
案
じ
た
詞
で
は
、
憂
鬱
の
中
に
、
繊

細
な
抒
情
を
湛
え
つ
つ
、
ひ
そ
や
か
な
鬱
屈
し
た
満
た
さ
れ
ぬ
思
い
を
詠
じ
、

ま
た
農
村
を
詠
じ
た
詞
で
は
、
風
景
や
生
活
を
あ
り
あ
り
と
写
し
出
し
、
さ
ら

に
晩
年
、
病
床
で
思
い
を
め
ぐ
ら
し
な
が
ら
詠
じ
た
詞
に
は
、
理
詰
な
表
現
の

中
に
過
去
を
振
り
返
り
、
深
い
感
慨
を
秘
め
る
、
な
ど
、
む
し
ろ
典
雅
派
に
近

い
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

つ
い
で
、
姜
白
石
に
つ
い
て
は
、
辛
稼
軒
の
雄
健
な
詞
境
を
継
承
し
て
、
清

勁
な
境
地
を
開
い
た
作
家
と
評
価
す
る
。
例
え
ば
、
梅
に
因
ん
で
思
い
め
ぐ
ら

す
こ
と
ご
と
を
淡
々
と
述
べ
、
そ
れ
が
梅
自
体
の
も
つ
清
楚
な
気
品
と
融
合
し

て
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
清
空
な
詩
境
を
展
開
す
る
、
と
評
す
る
。

呉
夢
窗
に
つ
い
て
は
、
周
邦
彦
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
周
邦
彦
に
本
来
的
に

内
在
す
る
指
向
性
を
そ
の
ま
ま
発
展
さ
せ
た
作
家
と
す
る
。
例
え
ば
、
春
と
い

う
季
節
の
中
に
過
去
を
回
想
す
る
場
合
、
胸
に
篭
る
ひ
た
す
ら
な
る
思
い
を
そ

の
ま
ま
直
叙
す
る
の
で
は
な
く
、
長
編
慢
詞
の
形
式
を
利
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
柄
を
綿
々
と
綴
る
な
か
に
、
奥
深
い
情
感
と
想
念
の
世
界
を
醸
成
す
る
、
と

評
す
る
。
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周
草
窗
に
つ
い
て
は
、
呉
夢
窗
の
深
さ
に
は
及
ば
な
い
が
、
修
辞
に
優
れ
、

洗
練
さ
れ
た
表
現
、
楽
曲
と
の
調
和
に
お
い
て
完
璧
に
近
く
、
と
く
に
晩
年
の

作
に
お
い
て
、
亡
国
の
悲
痛
を
歌
い
、
奥
行
き
の
深
い
境
地
を
開
い
た
、
と
す

る
。中

国
に
お
け
る
従
来
の
詞
文
学
に
対
す
る
評
論
は
、
過
去
の
作
者
の
作
品
を

自
己
の
創
作
の
模
範
と
し
て
、
ど
の
作
家
、
ど
の
作
品
を
理
想
と
考
え
る
か
、

と
い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ
、
活
動
の
時
期
を
異
に
す
る
作
家
た
ち
を
同
一
平
面

に
並
べ
て
、
そ
の
作
品
を
論
評
し
て
き
た
。
同
氏
は
、
こ
れ
に
対
し
文
学
史
的

観
点
に
立
ち
、
唐
宋
間
の
文
学
傾
向
の
変
化
と
い
う
巨
視
的
な
視
点
に
立
っ

て
、
各
作
家
の
時
代
背
景
、
作
者
間
の
作
風
の
継
承
関
係
を
微
細
に
分
析
し
、

唐
五
代
に
発
し
て
北
宋
に
充
実
し
、
南
宋
に
き
わ
ま
っ
た
詞
文
学
の
文
学
史
的

変
遷
を
客
観
的
な
資
料
分
析
に
よ
り
、
は
じ
め
て
体
系
的
に
描
き
出
し
た
。
従

来
、
詞
文
学
を
豪
放
派
と
婉
約
派
の
二
派
に
分
け
て
対
立
的
に
理
解
す
る
見
解

が
有
力
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
両
者
の
間
に
微
妙
な
交
錯
が
あ
る
こ
と
を
分
析

し
た
点
に
、
村
上
氏
独
自
の
見
識
が
認
め
ら
れ
る
。
日
中
両
国
を
通
じ
、
文
学

史
的
視
点
に
お
い
て
、
特
に
傑
出
し
た
成
果
を
示
し
た
研
究
で
あ
り
、
日
本
学

士
院
賞
に
値
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
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